
関係部課へお
まわし下さい

日 時

参加費

【テーマ】コロナ禍でも止めない商品開発
長引くコロナ生活によって、生活者の意識や行動は大きく変わり続けています。
そんな中で、マーケターは何を課題として商品開発を進めていくべきでしょうか。
12人の様々な生活者を対象に行ったデプスインタビューで見えてきた消費者の心の変化をご紹介します。

また、コロナ禍での商品開発プロセスのあり方とパッケージデザインを活用したデザイン思考型の商品開発について議論したいと思います。
１．消費者の心はどう変わってきているのか ２．オンラインによる商品開発 ３．パッケージデザインがリードする商品開発

◆お問い合せ及び各種催しの申し込み先◆
〒104-0045 東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F
公益社団法人日本包装技術協会 担当：佐藤 TEL.03-3543-1189 FAX.03-3543-8970

●JPI催しのご案内はインターネットでも公開中です。 URL https : //www.jpi.or.jp/

参加申し込み方法と注意事項
・本催しはwebを使用してのオンライン研究会（ウェビナー）になります。
申し込みは当会ホームページの研究会参加申込ページより登録いただくようお願いします。申込者にはウェビナ開催の２日前頃に「ウェビナー招待
メール」をお送りしますので、メールアドレスの入力を間違えてしまうと登録できずメールをお送り出来ませんのでご注意ください。

・お送りする「ウェビナー招待メール」にて、参加用URL、参加方法、参加までの手順、注意事項をお知らせしますので、確認の上参加の準備を進め
て下さい。

・申込者1名のみ本催しに参加できます。1つのメールアドレスで1人しか参加できません。
・その他注意事項などにつきましては当会ホームページ上よりご確認の上、参加登録をお願い致します。

当会ホームページ URL：https : //www.jpi.or.jp/

【テーマ】身近なプラスチック汚染
流域から河川，海域に至るプラスチックごみの動態について，現地調査をベースに説明します．

１）個人情報は『公益社団法人日本包装技術協会 研究会』の事業実施に関わる資料等の作成、ならびに当会が主催・実施する各事業におけるサービス提供や事業のご案内等のために利用させて頂きます。
２）参加申込によりご提供頂いた個人情報は、法令に基づく場合等を除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。

◆お申込は当会ホームページより、先着順とさせて頂きます。
◆お申込みが定員に達した場合、一社における参加人数に制限を持たせて頂く場合があります。
◆お申し込みは、研究会開催3日前までにお願いします。

定 員

【講 師】東京理科大学理工学部土木工学科・教授 二 瓶 泰 雄 氏
【コーディネーター】キッコーマン食品㈱ 商品開発本部 設備開発部 容器包装開発チーム チームリーダー 桑 垣 傳 美 氏

ユニバーサル製缶㈱ 経営戦略部 担当部長 小 崎 直 樹 氏

【講 師】株式会社 プラグ 代表取締役社長 小 川 亮 氏
【コーディネーター】アサヒビール㈱ イノベーション本部 パッケージング技術研究所 専任部長 冨 野 義 孝 氏

キリンホールディングス㈱ R&D本部パッケージング 技術研究所 主任研究員 平 石 和 弘 氏

【テーマ】ギフト、通販、店頭パッケージ、デリバリー容器の現状について
COVID-19（新型コロナウイルス）の感染拡大によってさまざまな変化が生じて来ています。それにつれて私たちの気持ち変化し、行動にも急速な変化が表れ
て来ています。行動の変化は消費活動にも変化が及ぶこととなり、商品企画の変化につながり、そのままサービスの変化、パッケージの変化となっています。現
在、クラウン・パッケージの取り組み事例や新たに貢献できる事例をピックアップしてご紹介します。

【講 師】㈱クラウン・パッケージ 社長付 広報室 室長 八木野 徹 氏
【コーディネーター】味の素㈱ 食品研究所 商品開発センター 包装設計グループ 主席研究員 田 屋 昌 亮 氏

㈱クレスコ 営業企画部 部長 風 間 弘 章 氏

２０２１年３月

2021JPI催しのご案内 ３公益社団法人日本包装技術協会

―２０２１年度より本催しの名称が変わります―
2021年度より本催し（研究会）の名称をWEBフォーラムとさせて頂きます。

2021年度につきましては、ウェビナー（WEBセミナー）で皆様に情報発信を致します。

●開催要領
令和3年3月18日（木）15：30~17：00 ／ 3月24日（水）10：30~12：00 ／ 3月25日（木）13：30~15：00
JPI法人・個人会員 : 無料／一般 : 3,300円（1部会、税込） 300名

3月18日（木）15：30～17：00

3月24日（水） 10：30～12：00

3月25日（木） 13：30～15：00

申 込 要 領

個人情報の取扱いについて

JAPAN PACKAGING INSTITUTE



参加申し込み方法と注意事項
・本催しはwebを使用してのオンラインセミナーになります。
申し込みは当会ホームページのセミナー参加申込ページより登録いただくようお願いします。
申込者には後日「ウェビナー招待メール」をお送りします。登録の際メールアドレスの入力が間違っていると招待メールをお送り出来ませんのでご注意ください。
・お送りする「ウェビナー招待メール」にて、参加用URL、参加方法、参加までの手順、注意事項をお知らせしますので、確認の上参加の準備を進めて下さい。（登録後、参加手続
きが必要ですのでご注意ください。）
・申し込みされた方には後日参加料請求書をお送りします。
・申込者1名のみ本催しに参加できます。1つのメールアドレスで1人しか参加できません。
・開催3日前からのキャンセルによる参加費のご返金はできませんのでご注意下さい。
・その他注意事項などにつきましては当会ホームページ上よりご確認の上、参加登録をお願い致します。 当会ホームページURL：https : //www.jpi.or.jp/
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ロ
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ム

時間 テーマ 講演者

10 : 00～11 : 00 気候危機のリスクと社会の大転換 国立研究開発法人国立環境研究所
地球環境研究センター 副センター長 江守 正多 氏

11 : 10～12 : 10 サステナビリティに対して日本企業はどう対応すべきか
～中長期ビジョン、戦略策定の必要性～

特定非営利活動法人
サステナビリティ日本フォーラム 代表理事 後藤 敏彦 氏

13 : 10～13 : 40 セブン＆アイ・ホールディングスのSDGSについて
～プラスチック循環の取組～

㈱セブン＆アイ・ホールディングス 執行役員 経営推進本部
サステナビリティ推進部 シニアオフィサー 釣流まゆみ 氏

13 : 50～14 : 20 欧州および日本におけるプラスチックのマテリアル・ケミカルリサイクルの動向
並びにその一端を担うエレマの技術の特徴について

㈱湘南貿易
代表取締役 橋本 則夫 氏

14 : 30～15 : 00 (日本包装専士会「2030年包装の未来予測」)2つの"C"-Crisisが早める未来への期待 大和製罐㈱
技術開発センター軟包装容器開発室 橋本 香奈 氏

15 : 10～16 : 40 「パネルディスカッション」 講演者+企画委員

プ
ロ
グ
ラ
ム

時間 講演内容 講演者
10 : 00～11 : 10 コロナ禍と海外の最新パッケージング動向 ㈱パッケージング・ストラテジー・ジャパン

取締役社長 森 泰正 氏

11 : 20～12 : 30 ラベルレスPETボトル飲料の今後について アサヒ飲料㈱ マーケティング本部 マーケティング二部
お茶・水グループ グループリーダー 星野 浩孝 氏

13 : 30～14 : 40 機能性抗菌ニス「Rabコート」、機能性抗ウィルスニス「Rabコート VVV」 サカタインクス㈱ 紙・パッケージ事業部
応用技術部長 高橋 亮太 氏

14 : 50～16 : 00 我々が実現したいサステナブルな取り組みについて
アスクル㈱ マーチャンダイジング本部
バリュー・クリエイション・センター 統括部長 野中 勉 氏

生活用品統括部 統括部長 阿部 竜士 氏
LOHACO生活用品統括部 統括部長 平舘 孝浩 氏

プ
ロ
グ
ラ
ム

時間 テーマ 講演者

10 : 00～11 : 10 環境と包装（新しい環境課題下でのバイオマスプラスチックの動向と医薬品包装） （一社）日本有機資源協会 副会長
北海道大学 名誉教授 木村 俊範 氏

11 : 20～12 : 30 Protection & Usability をコンセプトとしたこれからの医薬品個装箱 富山スガキ㈱
企画制作部 設計開発課 課長 医薬情報室 室長 跡治 立多 氏

13 : 30～14 : 40 薬物治療と服薬管理 ㈱MediFrame
代表取締役 和田 敦 氏

14 : 50～16 : 00 選ばれる医薬品表示や包装とは
～医療安全の観点から～

京都府立医科大学附属病院 薬剤部長 医薬品安全管理責任者
臨床治験センター副センター長 四方 敬介 氏

1名分参加費（配布資料代含む） 会員 会員（3名割引1名あたり） 一般
本体 15,000円 13,000円 20,000円

消費税10% 1,500円 1,300円 2,000円
税込合計 16,500円 14,300円 22,000円

1名分参加費（配布資料代含む） 会員 会員（3名割引1名あたり） 一般
本体 15,000円 13,000円 20,000円

消費税10% 1,500円 1,300円 2,000円
税込合計 16,500円 14,300円 22,000円

1名分参加費（配布資料代含む） 会員 会員（3名割引1名あたり） 一般
本体 15,000円 13,000円 20,000円

消費税10% 1,500円 1,300円 2,000円
税込合計 16,500円 14,300円 22,000円

【寄附金制度のご案内】
日本包装技術協会では、協会事業の発展的な継続を目的とした資金調達としての一般寄附金の募集を開始させていただきます。
つきましては、当協会の事業活動にご理解とご賛同をいただき、是非とも寄附制度へのご協力を心よりお願い申し上げます。

第8回包装近未来シンポジウム（オンライン配信）
―脱炭素に向けて包装は今後どう取り組むべきか―

●開催概要 日 時：令和3年3月9日（火） 10 : 00～16 : 40
会 場：「Zoomウェビナー」を利用したオンラインセミナー形式 ※申込者に事前登録の手順をメールで連絡
参加費：

定 員：100名 参加申込方法：当会ホームページのシンポジウム参加ページよりご登録いただくようお願いします。
（ホームページURL） https : //www.jpi.or.jp

第16回包装材料セミナー（オンライン配信）
―新型コロナウィルス対応としてeコマースの伸長と包装容器―

●開催概要 日 時：令和3年3月12日（金） 10 : 00～16 : 00
会 場：「Zoomウェビナー」を利用したオンラインセミナー形式 ※申込者に事前登録の手順をメールで連絡
参加費：

定 員：100名 参加申込方法：当会ホームページのセミナー参加ページよりご登録いただくようお願いします。
（ホームページURL） https : //www.jpi.or.jp

2020年度医薬品包装セミナー（オンライン配信）
―SDGs、医療安全の実現に向けた医薬品包装の役割を考える―

●開催概要 日 時：令和3年3月26日（金） 10 : 00～16 : 00
会 場：「Zoomウェビナー」を利用したオンラインセミナー形式 ※申込者に事前登録の手順をメールで連絡
参加費：

定 員：100名 参加申込方法：当会ホームページのセミナー参加ページよりご登録いただくようお願いします。
（ホームページURL） https : //www.jpi.or.jp


